
調査手法

本体調査では、回答者支援システムとしてWEB調査による回答方法を選択して
もらえるようにツールを準備しています。

北部九州圏は、九州新幹線の開業や東九州道の供用等交通基盤の整備が大きく進展し、福岡を中心とした広域的な連携が強化されていることから、
都市交通計画等についても、その変化に応じた見直しが必要となっています。こうした状況を踏まえ、性別・世代別等での人の動きの変化を把握し、
今後の都市交通計画等を検討するための基礎情報を得るためにパーソントリップ調査を実施しています。

調査主体 九州地方整備局、福岡県、佐賀県、北九州市、福岡市

交通実態調査（本体調査）

パーソントリップ調査として標準的な調査項目に加えて、調査課題を検討する
上で、必要なデータのうち追加が望ましいものを反映しています。
○特徴
・世帯票にて、“世帯構成、世帯員数、世帯の続柄”に関する設問を追加
・個人票にて、“自動車以外の移動時の同行者”、“同居家族以外による運転”
に関する設問を追加

交通意識調査（補完調査）

「外出全般」、「公共交通」、「自動車運転免許」、「住まい」の４分野別に
設問を設定し、交通実態調査（本体調査）では把握できない１日の移動データ
以外の活動や交通に関する意識・意向の基礎データを把握しています。
○調査項目
・日常の外出に関する調査：目的ごとに外出頻度、最も良く行く目的地、所
要時間、交通手段、支払い方法について把握

・公共交通の利用に関する意識調査：自宅から良く使う駅やバス停、乗り継
ぎの実態、公共交通について不便に感じていることを把握

・自動車運転免許の返納に関する意識調査：保有状況と返納意向・返納しな
い場合の理由、返納の促進に向けて重要だと思う取組を把握

・住まいとまちづくりに関する意識調査：住まいについて、所有形態や居住
形態、住み替えの際に重視すること等を把握

調査圏域人口
4,958,587人
（平成29年10月1日現在で5歳以上 住民基本台帳）
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調査対象圏域

福岡都市圏及び北九州都市圏
を中心とした福岡県内の地域
（58市町村）
佐賀県鳥栖市及び三養基郡基
山町

■設定の考え方
第４回調査に準拠し、通勤通
学圏5%、幹線交通ネットワー
クを考慮して設定しています。
第５回調査では東九州道の整
備を考慮して圏域として、上
毛町を追加しています。
また、市町村合併、市町村連
携を考慮した圏域として、旧
八女郡、うきは市を追加して
います。

調査体系

第５回調査では、世帯票と個人票による交通実態調査と交通意識調査から構成
されています。また、北部九州圏と結びつきが強く、計画課題が多岐に渡る北
九州市との量的結びつきが多い下関市については、OD表の精度を高めるために、
圏域関連ODの補完を目的に、補完調査を実施しています。
H29年度調査：交通実態調査＋交通意識調査

下関市居住者交通実態調査
H30年度調査：交通実態調査（追加分）

出典：平成３０年度街路交通調査成果の概要

図 対象圏域
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調査スケジュール

表 平成29年度の配布計画

出典：平成２９年度街路交通調査成果の概要

出典：平成３０年度街路交通調査成果の概要

表 平成30年度の配布計画

下関市居住者交通実態調査（補完調査）

下関市から北九州市への通勤通学者を対象に、鉄道駅と渡船場にて調査票を配
布して、郵送にて回収する調査を実施しています。
調査では、目的手段別ODを推計する必要最小限の項目を把握できるように、調
査票を設計しています。

＜補完調査・調査物件一式＞
・配布用封筒/返信用封筒（回収用）
・北部九州圏パーソントリップ調査へのご協力のお願い
・交通実態調査票の記入にあたって
・調査票（交通実態調査票）
・ボールペン

出典：平成３０年度街路交通調査成果の概要

図 調査対象施設位置図



標本設定の考え方

各自治体が交通計画など策定するために必要な最低限度の精度保証を段階的に設
定することとし、北九州市4.58%、福岡市3.70%、通勤通学都市圏3.70%、その
他圏域1.66%として設定しています。
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出典：平成３０年度街路交通調査成果の概要

回収率

平成29年度の調査では、約12万人から回答を得ています。
平成30年度の調査では、約6万人から回答を得ています。

表 平成29年度の調査票の回収状況

出典：平成２９年度街路交通調査成果の概要

表 平成30年度の調査票の回収状況

出典：平成３０年度街路交通調査成果の概要



検討体制

検討にあたっては、協議会、専門部会、データ管理委員会、事務局会議の４つ
を設置し、取組んでいます。

広報の取組

広報誌、民放ラジオ、ホームページ、ポスター 、その他（ツイッター）などを
活用し、PR活動を実施しています。
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表 検討体制

出典：平成３０年度街路交通調査成果の概要

広報に関する取組一覧

ポスター

出典：平成２９年度街路交通調査成果の概要

出典：平成29年度第5回北部九州圏総合都市交通体系調査報告書



調査票

交通実態調査票、交通意識調査票
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交通実態調査票(表面)
出典：平成29年度第5回北部九州圏総合都市交通体系調査報告書



調査票

交通実態調査票、交通意識調査票
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出典：平成29年度第5回北部九州圏総合都市交通体系調査報告書
交通実態調査票(裏面)



調査票

交通実態調査票、交通意識調査票
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出典：平成29年度第5回北部九州圏総合都市交通体系調査報告書
交通意識調査



各種調査物件

配布用封筒、返信用封筒（回収用）、ボールペン 、北部九州圏パーソントリップ調査へのご協力のお願い、交通実態調査票の記入にあたって
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配布用封筒 返信用封筒（回収用） ボールペン

出典：平成29年度第5回北部九州圏総合都市交通体系調査報告書



各種調査物件

配布用封筒、返信用封筒（回収用）、ボールペン 、北部九州圏パーソントリップ調査へのご協力のお願い、交通実態調査票の記入にあたって

北部九州圏総合都市交通体系調査 2017年

北部九州圏パーソントリップ調査へのご協力のお願い

出典：平成29年度第5回北部九州圏総合都市交通体系調査報告書



各種調査物件

配布用封筒、返信用封筒（回収用）、ボールペン 、北部九州圏パーソントリップ調査へのご協力のお願い、交通実態調査票の記入にあたって
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交通実態調査票の記入にあたって

出典：平成29年度第5回北部九州圏総合都市交通体系調査報告書


